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平成™›年˜—月š˜日 水曜日 第œ ˜�号官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
二
号

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第

六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

三
井

辨
雄

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
六
条
第
三
項
第
一
号
ロ
中
「
、
当
該
施
設
の
遊

具
の
購
入
に
要
し
た
費
用
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
柱
書

き
中
「
イ
か
ら
ハ
」
を
「
イ
及
び
ロ
」
に
改
め
、
同
号
イ

及
び
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

次
の
\
又
は
]
に
掲
げ
る
額

\

対
象
保
育
施
設
の
設
置
又
は
整
備
に
要
し
た

費
用
（
]
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。）の
三
分
の

一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の

二
）
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
千
五
百
万
円

を
超
え
る
と
き
は
、
千
五
百
万
円
（
中
小
企
業

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
が
二
千
三
百
万

円
を
超
え
る
と
き
は
、
二
千
三
百
万
円
））

]

対
象
保
育
施
設
の
増
設
（
現
に
存
す
る
施
設

を
建
て
替
え
て
行
う
も
の
を
除
く
。）に
要
し
た

費
用
の
三
分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
三
分
の
二
）
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額

が
七
百
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
七
百
五

十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
額
が
千
百
五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
千

百
五
十
万
円
））

ロ

対
象
保
育
施
設
の
運
営
に
要
し
た
費
用
に
つ
い

て
、
当
該
施
設
の
運
営
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
各
年
に
お

い
て
要
し
た
費
用
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

（
対
象
保
育
施
設
の
現
員
（
現
員
が
定
員
を
超
え

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
定
員
）
が
十
五
人
未
満
の

場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
額
が
三
百
七
十
九
万
二
千

円
を
超
え
る
と
き
は
、三
百
七
十
九
万
二
千
円（
一

日
の
運
営
時
間
数
が
十
一
時
間
以
上
で
あ
る
場
合

は
、
当
該
運
営
時
間
数
か
ら
九
時
間
を
減
じ
て
得

た
時
間
数
（
そ
の
時
間
数
が
七
時
間
を
超
え
る
と

き
は
、
七
時
間
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
延
長

時
間
数
」
と
い
う
。）に
十
八
万
円
を
乗
じ
て
得
た

額
（
午
後
十
時
か
ら
午
前
五
時
ま
で
の
間
（
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
深
夜
」
と
い
う
。）に
お
い
て

運
営
す
る
と
き
は
、
深
夜
に
お
け
る
運
営
時
間
数

（
そ
の
時
間
数
が
延
長
時
間
数
を
超
え
る
と
き
は
、

延
長
時
間
数
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に

四
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
え
た
額
）
を
、
安

静
室
を
設
け
看
護
師
を
置
い
て
運
営
す
る
場
合

は
、
百
六
十
五
万
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
加
え
た
額
）、

十
五
人
以
上
二
十
人
未
満
の
場
合
で
あ
つ
て
、
そ

の
額
が
五
百
四
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
五
百

四
十
万
円
（
一
日
の
運
営
時
間
数
が
十
一
時
間
以

上
で
あ
る
場
合
は
、
延
長
時
間
数
に
二
十
七
万
円

を
乗
じ
て
得
た
額
（
深
夜
に
お
い
て
運
営
す
る
と

き
は
、
深
夜
に
お
け
る
運
営
時
間
数
に
七
万
円
を

乗
じ
て
得
た
額
を
加
え
た
額
）
を
、
安
静
室
を
設

け
看
護
師
を
置
い
て
運
営
す
る
場
合
は
、
百
六
十

五
万
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
加
え
た
額
）、
二
十
人
以

上
の
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
額
が
六
百
九
十
九
万

六
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
六
百
九
十
九
万
六
千

円
（
一
日
の
運
営
時
間
数
が
十
一
時
間
以
上
で
あ

る
場
合
は
、
延
長
時
間
数
に
三
十
六
万
円
を
乗
じ

て
得
た
額
（
深
夜
に
お
い
て
運
営
す
る
と
き
は
、

深
夜
に
お
け
る
運
営
時
間
数
に
九
万
円
を
乗
じ
て

得
た
額
を
加
え
た
額
）
を
、
安
静
室
を
設
け
看
護

師
を
置
い
て
運
営
す
る
場
合
は
、
百
六
十
五
万
円

を
、
そ
れ
ぞ
れ
加
え
た
額
））

第
百
十
六
条
第
三
項
第
二
号
ハ
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
六
条
第
三
項

の
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
の

支
給
に
係
る
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体

に
対
す
る
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助

成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
五
十
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

滝

実

住
所
千
葉
県
船
橋
市
習
志
野
台
３
丁
目
５
番

1
1
`

4
0
1

号阿
不
都
瓦
依
提
甫
拉
提
昭
和
4
3年

1
2月
１
日
生

住
所
滋
賀
県
栗
東
市
十
里
5
4番
地
1
3

李
春
英
昭
和
5
2年

1
1月

1
9日
生

住
所
大
阪
市
旭
区
中
宮
３
丁
目
1
6番

3
3号

王
磊
昭
和
5
7年
４
月
３
日
生

王
梓
恩
平
成
2
4年
４
月
2
9日
生

住
所
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
２
丁
目
1
3番

3
1
`
6
0
5号

張
修
琳
平
成
元
年
６
月
1
4日
生

住
所
大
阪
市
城
東
区
新
喜
多
東
２
丁
目
６
番

1
3
`

8
1
1

号黄
ï
城
昭
和
5
4年
９
月
3
0日
生

潘
崢
昭
和
5
5年
１
月
1
2日
生

黄
沁
羽
平
成
2
0年
７
月
７
日
生

住
所
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
２
丁
目
1
1番
３
号

張
凱
昭
和
4
9年
２
月
2
3日
生

張
惠
嘉
平
成
2
1年
６
月
５
日
生

住
所
大
阪
府
柏
原
市
国
分
本
町
７
丁
目
８
番
2
1号

楊
啓
子
昭
和
2
9年
８
月
1
8日
生

住
所
大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
大
字
春
日
9
8番
地
3
4
2

楊
義
明
昭
和
2
5年
４
月
1
4日
生

楊
祐
佳
昭
和
5
9年
５
月
2
1日
生

住
所
大
阪
府
八
尾
市
龍
華
町
１
丁
目
４
番
１
`
3
1
0
7号

徐
小
彦
昭
和
5
2 年
７
月
７
日
生

住
所
三
重
県
津
市
河
芸
町
上
野
1
1
9
4番
地
２

ス
ー
ザ
ン
・
ジ
ャ
ケ
リ
ン
・
ノ
ボ
リ
カ
ワ
・
マ
ン
ジ
ャ

リ
・
デ
・
レ
ガ
ラ
ド
昭
和
5
6年
６
月
1
3日
生

リ
ュ
ウ
ヤ
・
マ
ッ
ク
ス
・
パ
ロ
ミ
ノ
・
ノ
ボ
リ
カ
ワ

平
成
1
3年

1
2月

2
8日
生

ダ
イ
キ
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
レ
ガ
ラ
ド
・
ノ
ボ
リ
カ
ワ

平
成
2
2年
６
月
2
2日
生

住
所
京
都
市
上
京
区
下
長
者
町
通
大
宮
西
入
東
辰
巳
町

1
1
7番
地
２

李
稜
子
昭
和
5
9年
７
月
1
3日
生

住
所
鹿
児
島
市
武
２
丁
目
2
8番

1
7号

薛
麻
美
昭
和
5
8年
９
月
1
6日
生

住
所
福
岡
県
春
日
市
春
日
原
南
町
３
丁
目
６
番
地

申
康
一
昭
和
6
0年
４
月
2
4日
生

住
所
北
海
道
根
室
市
明
郷
9
4番
地
６

王
穎
昭
和
4
3年

1
2月
２
日
生

住
所
千
葉
市
中
央
区
神
明
町
2
6番
地
３

董
雅
麗
昭
和
5
6年
２
月
８
日
生

住
所
東
京
都
練
馬
区
光
が
丘
３
丁
目
９
番
１
`
3
0
4号

文
圭
才
昭
和
4
3年

1
1月

1
4日
生

住
所
千
葉
県
市
川
市
宮
久
保
３
丁
目
3
1番

1
9号

崔
麗
佳
昭
和
6
3年
３
月
1
9日
生

住
所
長
崎
市
元
船
町
1
3番

1
4号

林
昭
和
5
2年
５
月
3
1日
生

住
所
埼
玉
県
坂
戸
市
日
の
出
町
６
番
1
1号

柳
大
鉉
昭
和
2
9年

1
0月

2
8日
生

金
一
美
昭
和
3
3年

1
2月
３
日
生

柳
朱
夏
平
成
４
年
1
0月
８
日
生

柳
享
佑
平
成
７
年
４
月
1
4日
生

柳
皓
彰
平
成
９
年
８
月
1
1日
生

住
所
奈
良
市
右
京
２
丁
目
２
番
地

尹
ï
影
昭
和
5
6年
１
月
７
日
生

住
所
奈
良
県
生
駒
郡
三
郷
町
夕
陽
ケ
丘
９
番
６
号

楊
貴
子
昭
和
3
2年
４
月
2
3日
生

住
所
山
口
県
宇
部
市
芝
中
町
1
1番

4
5
`
7
0
6号

安
基
憲
昭
和
5
0年

1
0月

2
5日
生

住
所
横
浜
市
港
北
区
鳥
山
町
6
4
6番
地

黎
ù
嬌
昭
和
5
6年
７
月
1
3日
生

住
所
横
浜
市
西
区
浜
松
町
８
番
４
`
5
0
1号

洪
正
守
昭
和
6
2年
５
月
1
2日
生

住
所
東
京
都
足
立
区
千
住
５
丁
目
1
3番
１
`
2
0
3号

江
佳

昭
和
5
9年
２
月
３
日
生

住
所
東
京
都
杉
並
区
方
南
２
丁
目
1
2番

1
2
`
9
0
1号

申
彦
淑
昭
和
3
1年

1
0月
３
日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
南
篠
崎
町
２
丁
目

3
3番
６
`

3
0
1号
陳
美
宝
平
成
1
7年
６
月
1
8日
生

住
所
鳥
取
県
米
子
市
橋
本
2
3
1番
地

尹
生
子
昭
和
2
3年
４
月
１
日
生

住
所
山
口
県
宇
部
市
西
宇
部
南
１
丁
目
３
番
3
5
`
５
号

金
秋
子
昭
和
2
7年
９
月
９
日
生

朴
昭
和
5
3年
２
月
３
日
生

住
所
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
字
小
野
田
3
6
3
2番
地
1
3

朴
修
昭
和
5
5年
５
月
2
3日
生

住
所
愛
知
県
東
海
市
荒
尾
町
油
田
3
4番
地
１

朴
孝
治
昭
和
5
3年
２
月
1
9日
生

金
¥
美
昭
和
5
2年

1
2月

3
0日
生

住
所
愛
知
県
岡
崎
市
本
宿
町
字
棚
田
１
番
地
６

高
成
龍
平
成
４
年
３
月
５
日
生

住
所
愛
知
県
小
牧
市
大
字
二
重
堀
1
7
7番
地
５

ロ
ベ
ル
ト
・
ヒ
デ
キ
・
タ
ニ
グ
チ
昭
和
4
5年

1
1月

1
2

日
生
マ
リ
ア
・
マ
サ
コ
・
タ
ニ
グ
チ
昭
和
4
1年
４
月
2
3日

生ケ
リ
ー
・
リ
エ
・
タ
ニ
グ
チ
平
成
６
年
１
月
８
日
生

ク
レ
イ
ト
ン
・
ジ
ュ
ン
・
タ
ニ
グ
チ
平
成
７
年
８
月

2
1日
生

住
所
名
古
屋
市
西
区
見
寄
町
2
0
3番
地

朴
一
義
昭
和
4
4年
１
月
1
6日
生

住
所
愛
知
県
大
府
市
大
府
町
ウ
ド
6
5番
地
１

金
將
司
昭
和
5
7年
７
月
2
2日
生
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